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 地域の生命線は「賢い若者」の育成にあり！ 

 

                             大正大学地域創生学部 

                              教授 浦崎 太郎 

 

 高校と地域の連携･協働は、一朝一夕に進展するものではない。期待とは裏腹に、面倒な事態

が多発するからだ。そのため、せっかく連携を始めたものの、停滞や衰退を余儀なくされた現

場は少なくない。そうした傾向も見受けられる中、新庄･最上地域は別格の存在といえる。紆余

曲折を経ながらも、長い年月をかけて着実に進化を遂げてきたからだ。 

実は、そうした最上地域だからこそ挑みうる次のステージがある。違和感を覚える方も多い

と思うが、それは「高い学力をもつ、賢い若者の育成」である。 

これまで「学力向上」というと「偏差値アップ→都市部への流出」というイメージがつきま

とい、地方にとっては大敵だとさえ考えられてきた。しかし、少し考えれば、高校生本人のキ

ャリア形成や地域の持続可能性向上にとって、本当に大切なのは「専門家と意思疎通をはかっ

て仕事をできる学力」をつける教育だと分かる。 

 実は近年、地方創生に関わりをもつ在京企業の人たちは「互恵的な事業を提案しようとして

も、地方の人たちが十分な専門性を持ち合わせていないために、意思疎通がうまくいかず、撤

退せざるをえない場合も少なくない」という旨の実態を異口同音に語っている。  

では、専門性とは何か。それは、様々な教科の「見方･考え方」を実社会･実生活で活用でき

る力のことだ。例えば、牛糞を見たとき、一般人は「排泄物」という見方しかできない。それ

に対して、専門家は「牛糞といえば、もとは食物だから成分元素は炭素･水素･酸素である」と

いう見方ができ、その先「プロパンやエタノールなどの燃料も成分元素は同じだから、牛糞を

上手に発酵させるとメタンなどの燃料が発生し、これを燃やして発電できるかもしれない」と

いう考え方ができる。となれば、前者が後者の会話に入っていけないことは容易に想像できよ

う。こうした分断が、既に地方と都会の間で起こっているわけだ。それは、都会に出て専門性

を高めた若者が「地元には仕事がない」と語るのも、この文脈で理解する必要があることを示

唆している。愛郷心を高めて済む話ではないのだ。 

 となれば、具体的に何をすればよいか。まず、地域の側で高校生一人ひとりにマイプロジェ

クトを応援する。それを高校の側が引き受け、教科の「見方･考え方」を高める教育を施す。現

場で豊富な体験を積んでいれば、難解な内容にも必ずや理解が及ぶだろう。そして再び地域が

引き受け、高校で身につけた「見方･考え方」を現場で発揮するのを促す、という流れだ。こう

すれば、より深く学ぶべき意義も実感でき、総合型選抜等で大学へ進学し、より高度な専門性

を習得できる可能性も高まる。また、学校で身につけた「見方･考え方」をマイプロジェクトで

発揮できた経験は、「地元に帰っても高い専門性を発揮できる」という感触の向上につながり、

将来、専門家として地元に回帰したり、強力な関係人口として地元に貢献したりといった選択

へとつながりうる。 

 たしかにハードルは高い。だからこそ、最上地域に突破口を開くことが期待されるわけだ。

こうした未来に向けて、皆さんが新たな一歩を踏み出すことを願い、結びとしたい。 

 

 

4



『 自
みずか

ら動くこと』 の大切さ 

          学校法人新庄学園 新庄東高等学校  

 教頭 加藤 義広 

 

 「高校生が旅立つ前に学ぶコト」、「地域の大人と高校生が、地域のことを本気で語り交

流する場つくり」を主題にスタートした新庄・最上ジモト大学は、８年目を迎えようとしてい

ます。年々プログラムは充実し、各市町村や協力団体からご提供いただいた講座から、多くの

高校生が学ばせていただきました。近年は、高校生が自ら企画したプログラムも開催されてお

り、とても意義あることだと感じています。 

 さて、皆さんは、”アントレプレナーシップ ”をご存じでしょうか？アントレプレナーシ

ップは、「起業家精神・活動」と訳されています。起業というのは、「新しいサービスや製品

を考案すること」、また「埋もれている既存のサービスや製品を組み合わせることによって、

より新しい価値を創造する」ことです。コロナ禍を経て、社会の働き方の多様化に伴い注目度

も高まっており、さらには、地域の課題を解決する一つの方法としても知られるようになって

きました。 

 新庄東高校では、この春からアントレプレナーシップを教育の中心に据えたコースをスタ

ートします。しかし、本校のこのコースは、単なる起業家を育成するためだけのコースではあ

りません。校訓「自らの手で人生を開拓しよう」を具現化するために、自ら動き、周りを巻き

込みながら、本校を、さらには最上地域を先導できるコースにしたいと考えています。 

 高校生の皆さんは、これからの人生を歩む中で様々な課題に直面すると思います。その時

にどのように考え、判断し、行動に移していきますか？無理難題であっても、はじめから「こ

れは、できないよね。しかたがないよね。」で終わるのではなく、自分の持っている知識や経

験をもとに「こうやったら、どうかな。こうすれば、できるのではないかな。」と様々な方法

を模索し、実際に行動に移すことが大切となってきます。結果的に、むしろ失敗することの方

が多くなるかもしれませんが、たくさんのトライ＆エラーを重ねて徐々に軌道を修正していく

ことが正解に近づいていく唯一の方法です。何も動くことなく、後から「あの時、やっておけ

ば良かった。」と後悔するよりも、「挑戦してうまくいかなかったけれども、次はこの方法を

試してみよう。」というマインドが大切なのです。そして、このスモールステップを積み重ね

ていくことが「どんな未来を、自分の手で作り出したいのか。」というアントレプレナーシッ

プの土台を育むことになります。また、もう一つ大事なことは、自分の考えに共感してくれる

仲間をつくることです。対話をし、一緒に考えることで新しいアイディアが生まれたり、一人

ではできなかったことができるようになったりします。対話と共感には、人を動かす大きなエ

ネルギーが蓄えられているのです。 

  新庄・最上ジモト大学には、立場の異なる多くの方々と交流があり、アントレプレナーシッ

プを養う貴重な場となっています。また、プログラムを提供する方々も、企画の段階で地域の

身近な題材をはじめから見つめ直すことが再評価につながり、新たな発見も生まれています。

最上地域の次の世代をつくる高校生が、いずれはこの地に戻り、自分たちの手で新たな魅力あ

る地域を創り、盛り上げていこうという一つの機会になることを願っています。 
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新庄・最上ジモト大学推進コンソーシアム 令和５年度事業一覧 

 

１． ジモト大学プログラムの実施 

（１）実施プログラム数及び参加者数 

・３９プログラム（ジモト大学サポーター活用プログラムを含む） 

・８４４名 

※各プログラムの実施状況については、P.19～P.58 のとおり 

 （２）「ジモト大学サポーター」を活用したプログラムの実施 

①高校生が主体的に企画・運営するプログラムの実施数 ２プログラム 

・新庄・最上を盛り上げる「Fiesta Festa2023」（新庄 TCM㈱協力） 

・いつもの街並み、目隠ししたらどう見える？（たんぽぽくらぶ提供） 

②プログラム提供者の働きかけによる企業連携プログラムの実施数 ３プログラム 

・高校生モニター募集！（グラッシーデザイン㈱提供、地元菓子店が協力） 

・新庄・もがみ SDGｓ体験ツアー（㈱ヌマザワ提供、地元企業が協力） 

・モンナッツ（スイーツ）で商品開発しよう！（新庄信用金庫提供、地元菓子店が協力） 

 

２． 事業への相互理解を図る取組み 

（１）「新庄・最上ジモト大学ミーティング 2023」 

日 時：令和５年 12 月 23 日（土）13:30～16:00 

場 所：ゆめりあ ２階 会議室 

参加者：約 70 名 

① ジモト大学の紹介 

② 【第 1 部】プログラム参加者等によるトークセッション 

高校生がプログラムやプロジェクトを始めたきっかけや進める中での苦労、そ

こに同世代や地域の大人がどのように関わっていたかを紐解きながら紹介。 

○モデレーター 東北芸術工科大学 コミュニティデザイン学科 

        専任講師 牛木 力氏 

○発表者 

・新庄・最上を盛り上げる「Fiesta Festa2023」 

新庄東高等学校２年  小向 倖愛さん 

新庄 TCM 株式会社  角田 歩さん 

・いつもの街並み、目隠ししたらどう見える？ 

新庄北高等学校２年  渡邉 水晶さん 

たんぽぽくらぶ事務局 伊藤 洋一さん 

・真室川でナヴィゲーションスポーツをするには 

新庄北高等学校２年  髙橋 義さん（当日欠席） 

新庄北高等学校探究推進課長 森谷 真美さん 
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③【第 2 部】ワールドカフェ形式による意見交換会 

第１部の感想等を共有しながら、これからのジモト大学について、高校生・教

員・地域の大人がグループになり、意見交換を実施。 

   テーマ「高校生も大人もワクワクするジモト大学にしていくには」 

（２）新庄・最上ジモト大学オープンキャンパス 

①新庄・最上ジモト大学オープンキャンパス 2023 

最上地域の小中高生、保護者へのジモト大学の認知拡大、取組みの周知。新庄市

教育の日「コスモスデー」と同時開催。 

・日にち：令和５年 11 月 11 日（土） 

・場 所：新庄市民プラザ 2 階 ロビー・ギャラリー 

・内 容： 

○ジモト大学紹介パネル等の展示 

○プログラムに参加した高校生がレクチャーする 

プログラムの疑似体験ブースの設置 

・高校生が教える手話体験 

・モルック体験で健康に！ 

・障がいの感覚体験 

 ②パネル展示 

地域住民へのジモト大学の認知拡大、取組みの周知。 

  ・日にち：令和６年２月 26 日（月）～３月１日（金） 

  ・場 所：ゆめりあ 花と緑の交流広場 

  ・パネル作成協力：東北芸術工科大学 

 

３． ジモト大学の管理運営 

（１）総会 

日時：令和５年４月 13 日（木）13:30～15:00 

場所：最上総合支庁 ５階 講堂 

【議事】 

・令和４年度事業報告及び収支決算 

・令和５年度運営方針及び事業計画、収支予算 

・運営委員の選任について 

【各団体からの状況報告、意見交換】 

   ・新庄商工会議所 

   ・新庄南高等学校 

  ・東北芸術工科大学 
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（２）運営委員会 

①第 1 回 

日時：令和５年５月 25 日（木）10:00～11:15 

場所：雪の里情報館 2 階 雪国文化ホール 

     【協議・報告】 

・運営委員長の選出について 

・令和５年度運営方針等について 

・令和５年度ジモト大学ポスター・パンフレットについて 

     【情報提供】 

・最上総合支庁地域産業経済課から「高校生の就学・就業に関する意識調査」 

（令和４年度実施）の結果について」 

②第 2 回 

日時：令和６年２月 28 日（水）13:30～14:30 

場所：雪の里情報館 ２階 雪国文化ホール 

  【協議】 

・令和５年度の事業報告及び収支決算について 

・令和６年度運営方針及び事業計画、収支予算について

 

（３）ジモト大学説明会 

日時：令和５年６月 19 日（月）～７月 11 日（火） 

場所：最上管内、尾花沢市の高校において実施 

【内容】 

・ジモト大学の趣旨説明 

・Web 申込システムへのユーザー登録方法の説明 

・プログラム内容の紹介 

 

（４）プログラムの質の向上を図る勉強会 

日時：令和５年７月 14 日（金）10:00～11:45 

場所：新庄市エコロジーガーデン 多目的ホール 

①【第 1 部】講話・パネルディスカッション 

 「遊佐町少年議会」の取組みから、若者の興味・関心や 考え方を尊重した大

人の関わり方や、高校生の学びを深めるための工夫等について学ぶ。 

・テーマ「高校生のモチベーションを高めるプログラムにするためには」 

・モデレーター 東北芸術工科大学デザイン工学部 

コミュニティデザイン学科 専任講師 牛木 力氏 

・ゲスト    遊佐町教育委員会教育課  風間 雅文氏 

               東北芸術工科大学 ３年  齋藤 愛彩さん 

（遊佐町少年議会少年町長経験者） 
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②【第 2 部】参加者による情報交換 

      今年度実施するプログラムの紹介。工夫した点、昨年度からの改善点などを共有。 

 

（５）高校部会 

①第１回 

日時：令和５年５月 25 日（火）11:25～12:00 

場所：雪の里情報館 ２階 雪国文化ホール 

②第２回 

日時：令和５年 10 月 10 日（火）10:00～12:00 

場所：雪の里情報館 ２階 視聴覚研究室 

   

（６）ジモト大学に関する相談対応 

・プログラム終了後の地域活動に対する伴奏支援 

・山形県議会総務常任委員会の現地調査対応 

 

４． 情報発信 

（１）パンフレット・ポスターの作成について 

・高校生のアイディアを取り入れたパンフレット・ポスターを作成 

表紙デザイン：新庄北高校 ２年 阿部 薫人さん 

・作成部数 

パンフレット 5,５00 部、ポスター 200 部 

 

（２）SNS 等での情報発信 

    ・プログラムの様子やコンソーシアム事業について随時発信 

（３）最上管内中学校・義務教育学校パネル巡回展示 

・中学生にジモト大学の取組みを紹介 

日にち：9 月～2 月 各校 1 週間程度 

実施校：最上管内中学校・義務教育学校 12 校

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度は、公益信託荘内銀行ふるさと創造基金の助成を受け、高校生が 

主体的に企画・運営するプログラムの実施経費等に活用させていただき、 

事業を実施いたしました。 

（Facebook） 

（Instagram） 
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開催者
（所属）

カテゴリ プログラム名 開催時期 開催場所 定員
参加者数

合計
新庄北

新庄北
最上校

新庄南
新庄南
金山校

神室産業
神室産業
真室川校

新庄東 北村山 その他

1 新庄市
体験・
フィールド
ワーク

新庄歴まち　謎解きウォー
クラリー

10/1（日）9：00～12：00
新庄市役所、
新庄城址周辺

20 16 8 5 3

2 新庄市
課題発
見・解決

語りつくそう！自分たちの
暮らす地域について

9/30（土）13：30～15：30
新庄市民プラザ　小
ホール

15 21 21

①8/5（土）10：00～12：00 20 14 4 2 8

②9/2（土）10：00～12：00 20 12 7 5

①8/4（金）9:30～11:30 0

②8/11（金）9:30～11:30 20 16 7 9

5 最上町
体験・
フィールド
ワーク

モノづくりの面白さ～「好
き」を仕事に～

10/22（日）10:00～12:00
前森高原自然ふれ
あい陶芸館「カムロ
窯」

10 10 5 5

①8/2（水）10：00～15：00 6 5 2 1 1 1

②8/3（木）10：00～14：00 6 2 1 1

①6/23（金）13:00～16:00 0

②6/24（土）10:00～16:00 30 23 2 1 20

③6/25（日）10:00～15:00 0

8 大蔵村 キャリア
役場の仕事をみてみよ
う！

3/16(土)13：00～16：30
大蔵村役場、肘折
温泉いでゆ館前広
場

0

9 鮭川村
体験・
フィールド
ワーク

鮭の食べ方しってる？ 11/11（土）8:00～12:15
鮭川、
鮭川村役場等

4 3 2 1

10 戸沢村
体験・
フィールド
ワーク

目指せそば職人！～そば
打ち体験～

9/30（土）10:00～13:00
戸沢村農村環境改
善センター

6 8 8

11 尾花沢市
体験・
フィールド
ワーク

尾花沢、最高！アクティブ
に活躍する大人と楽しむイ
ベントづくり！

１/20（土）10：30～15：00
尾花沢市花笠ふれ
あいセンター、スノー
ランド

10 8 1 7

①8/9（水）8：40～12：00 10 7 1 4 2

②8/12（土）8：30～15：00 10 2 2

①8/17(木)13：30～15：30 40 21 21

②10/5(木)13：30～15：30 40 29 29

14 7/21（金）13：45～15：35
①新庄南高等学校
金山校

45 24 24

15 7/24（月）13：25～15：15 ②新庄北高等学校 150 107 107

16 9/20（水）15：50～17：20
③新庄神室産業高
等学校

40 26 26

17 10/19（木）13：25～15：15 ④新庄南高等学校 30 59 59

18 10/27（金）13：20～15：10 ⑤新庄東高等学校 100 27 27

19 11/16（木）13：20～15：20
⑥新庄北高等学校
最上校

40 33 33

20 1/19（金）9：30～11：20
⑦新庄神室産業高
等学校真室川校

20 10 10

21 最上総合支庁 キャリア
聞いてみよう！最上の医
療・福祉のはなし

8/7（月）13：45～16：00 新庄市民プラザ 70 13 8 4 1

①8/8（火）14:00～16:00 20 8 2 5 1

②8/9（水）14:00～16:00 20 5 5

23 最上総合支庁 キャリア
ふるさとをまもり未来をつく
る土木技術者たちのはな
し

10/26（木）10:00～12:20
新庄神室産業高等
学校

50 21 18 3

①7/28（金）17:30～19:00 ゆめりあ 0

②8/18（金）17:30～19:00 オンライン会議 15 2 2

③10/14（土）9：30～16：00 新庄駅～最上町内 15 2 1 1

④11/5（日）9：00～15：00
最上総合支庁舎調
理室

10 2 2

⑤2/3（土）9：00～16：00 ゆめりあ 15 9 5 2 2

令和５年度　新庄・最上ジモト大学プログラム　参加者数（高校別・延べ人数）

最上総合支庁

13

24

22 最上総合支庁

課題発
見・解決

12 尾花沢市
体験・
フィールド
ワーク

舟形町役場

真室川町駅前商店
街周辺

6

金山町

7
プ
レ

体験・
フィールド
ワーク

舟形町 あつまれ　ミライの公務員

ものづくり×ジモト

キャリア

モルック&ノルディック
ウォーク！北欧スポーツ
で健康に！

3 新庄市

4

キャリア
「手で話そう」～手話通訳
という資格を知ろう～

新庄市民プラザ

金山町農村環境改
善センター

医療法人徳洲会新
庄徳洲会病院

体験・
フィールド
ワーク

課題発
見・解決

Youは何する？最上（てっ
ぺん）で！

キャリア

真室川町

尾花沢市
尾花沢からのSOS！私た
ちの防災チャレンジ

最上教育事務
所

北村山高等学校

キャリア
しごトーーーク～若手従業
員のリアルなお話～

最上の暮らしを守る最前
線！医療現場見学会

徳良湖ヨット倶楽部
ヨット体験&イベント運営に
チャレンジ　ー徳良湖が作
る歴史とドラマー

中止

中止

中止

中止

中止
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開催者
（所属）

カテゴリ プログラム名 開催時期 開催場所 定員
参加者数

合計
新庄北

新庄北
最上校

新庄南
新庄南
金山校

神室産業
神室産業
真室川校

新庄東 北村山 その他

25
最上小国川鮎
釣り甲子園大
会実行委員会

体験・
フィールド
ワーク

鮎釣り甲子園～最上小国
川の文化に触れる～

7/29（土）8:00～13:00
最上小国川  下白
川橋付近　おらだの
川公園（最上町）

30 25 4 2 18 1

26
グラッシーデザ
イン株式会社

体験・
フィールド
ワーク

高校生モニター募集！ 8/8（火）13：00～15：00
雪の里情報館　雪国
文化ホール

30 24 14 2 7 1

①10/27(金)13：30～15：30 4 7 7

②11/26（日）8：00～15：00 0

①9/3(日)10：00～14：00 4 2 2

②9/16（土）14：00～16：20 4 4 4

②9/17（日）9：00～13：20 4 4 4

29
株式会社ヌマ
ザワ

体験・
フィールド
ワーク

新庄・もがみSDGｓ体験ツ
アー

8/3（木）9:00～17:00
（株）ヌマザワ、旧明
安小学校、もがみバ
イオマス発電（株）

10 8 8

①8/19（土）8:30～11:00 10 10 3 2 5

②8/20（日）8:30～11:00 10 10 1 9

①8/6（日）10:30～12:00 10 11 5 2 4

②8/20（日）10:30～12:00 10 11 1 1 9

①7/17（月）16:00～17：30 20 5 2 1 2

②7/23（日）15：00～17：00 20 10 1 3 6

③8/19（土）10：00～18：00 20 21 3 2 1 15

④2/24（土）10：00～18：00 20 4 1 2 1

⑤2/25（日）10：00～18：00 20 10 9 1

33
プ
レ

東京電力リ
ニューアブルパ
ワー株式会社

キャリア
「18歳のリアル」ジブンとエ
ネルギー社会のあした

4/18（火）13：25～16：15 新庄北高等学校 40 38 38

34
プ
レ

認定NPO法人
IVY

課題発
見・解決

世界、日本で起きているこ
と～探究型学習に向けて
～

4/18（火）8：50～11：40 新庄北高等学校 40 38 38

35
認定NPO法人
IVY

課題発
見・解決

捨てる前に考えよう！
ファッションと地球環境の
関係

9/9（土）14：00～16：00 雪の里情報館 20 6 6

36
高校生地域開
発チーム
WATS

体験・
フィールド
ワーク

ライブ配信にチャレンジ！ 7/23（日）13：00～17：00 スタイルハート 10 6 2 4

①7/30（日）10：00～16：00 12 7 7

②8/6（日）10：00～16：00 12 6 4 2

①8/12（土）10：00～16：00 0

②8/27（日）10：00～16：00 0

③11/11（土）13：30～16：00 12 14 12 2

①9/9（土）10：00～14：00 10 7 1 6

②11/19（日）8：30～15：30 10 7 5 1 1

40
やまがた農業
女子ネットワー
ク　あぐっと

体験・
フィールド
ワーク

最上の野菜をプロデュー
スしよう！最上、農業女
子会。

9/10（日）9：00～15：00
新庄市エコロジー
ガーデン

10 4 2 2

合計 1309 844 306 33 110 24 48 30 231 51 11

課題発
見・解決

モンナッツ（スイーツ）で商
品開発しよう！

新庄信用金庫　本
店敷地内　レキシント
ン新庄、新庄市・金
山町内フィールド等

新庄市エコロジー
ガーデン

新庄市民プラザ

39 新庄信用金庫

自分だけの「ない本」を考
えよう！

38 たんぽぽくらぶ
体験・
フィールド
ワーク

いつもの街並み、目隠しし
たらどう見える？

37

31

30

27

世界2位のアパレル企業、
ユニクロのここがすごい！

32
新庄TCM株式
会社

課題発
見・解決

28 株式会社JPD

株式会社宮城

キャリア

株式会社JPD
ゆめりあマルシェを一緒に
盛り上げよう！

地域活動グ
ループ　よりみ
ちくら部

体験・
フィールド
ワーク

新庄・最上を盛り上げる
「Fiesta Festa2023」

体験・
フィールド
ワーク

未来創造戦士ユメリオン
のステージを創ろう

こらっせ新庄 Fiesta

ユニクロ　新庄
店

今年のお祭りは浴衣で出
掛けよう！着物男子も大
歓迎！

体験・
フィールド
ワーク

最上広域交流セン
ター「ゆめりあ」

呉服のみやぎ

ユニクロ新庄店

体験・
フィールド
ワーク

最上広域交流セン
ター「ゆめりあ」

中止

中止

中止
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開催者
（所属）

カテゴリ プログラム名 開催時期 開催場所 定員
参加者数

合計
新庄市 金山町 最上町 舟形町 真室川町 大蔵村 鮭川村 戸沢村 尾花沢市 その他

1 新庄市
体験・
フィールド
ワーク

新庄歴まち　謎解きウォーク
ラリー

10/1（日）9：00～12：00
新庄市役所、
新庄城址周辺

20 16 6 2 3 1 1 3

2 新庄市
課題発見・
解決

語りつくそう！自分たちの暮ら
す地域について

9/30（土）13：30～15：30
新庄市民プラザ　小
ホール

15 21 10 4 4 2 1

①8/5（土）10：00～12：00 20 14 10 1 1 1 1

②9/2（土）10：00～12：00 20 12 8 2 1 1

①8/4（金）9:30～11:30 0

②8/11（金）9:30～11:30 20 16 6 1 4 1 2 1 1

5 最上町
体験・
フィールド
ワーク

モノづくりの面白さ～「好き」を
仕事に～

10/22（日）　10:00～12:00
前森高原自然ふれあ
い陶芸館「カムロ窯」

10 10 8 2

①8/2（水）10：00～15：00 6 5 2 1 2

②8/3（木）10：00～14：00 6 2 1 1

①6/23（金）13:00～16:00 0

②6/24（土）10:00～16:00 30 23 4 13 1 3 2

③6/25（日）10:00～15:00 0

8 大蔵村 キャリア 役場の仕事をみてみよう！ 3/16(土)13：00～16：30
大蔵村役場、肘折温泉
いでゆ館前広場

0

9 鮭川村
体験・
フィールド
ワーク

鮭の食べ方しってる？ 11/11（土）8:00～12:15
鮭川、
鮭川村役場等

4 3 2 1

10 戸沢村
体験・
フィールド
ワーク

目指せそば職人！～そば打
ち体験～

9/30（土）10:00～13:00
戸沢村農村環境改善
センター

6 8 3 1 1 1 1 1

11 尾花沢市
体験・
フィールド
ワーク

尾花沢、最高！アクティブに
活躍する大人と楽しむイベント
づくり！

１/20（土）10：30～15：00
尾花沢市花笠ふれあ
いセンター、スノーランド

10 8 6 1 1

①8/9（水）8：40～12：00 10 7 4 2 1

②8/12（土）8：30～15：00 10 2 2

①8/17(木)13：30～15：30 40 21 3 1 2 7 8

②10/5(木)13：30～15：30 40 29 1 14 14

14 7/21（金）13：45～15：35
①新庄南高等学校金
山校

45 24 11 13

15 7/24（月）13：25～15：15 ②新庄北高等学校 150 107 55 11 13 7 6 2 4 5 1 3

16 9/20（水）15：50～17：20
③新庄神室産業高等
学校

40 26 11 3 4 3 2 1 2

17 10/19（木）13：25～15：15 ④新庄南高等学校 30 59 33 3 2 2 5 6 3 5

18 10/27（金）13：20～15：10 ⑤新庄東高等学校 100 27 13 3 4 2 2 3

19 11/16（木）13：20～15：20
⑥新庄北高等学校最
上校

40 33 3 11 1 1 2 9 6

20 1/19（金）9：30～11：20
⑦新庄神室産業高等
学校真室川校

20 10 1 6 2 1

21 最上総合支庁 キャリア
聞いてみよう！最上の医療・
福祉のはなし

8/7（月）13：45～16：00 新庄市民プラザ 70 13 7 1 1 2 1 1

①8/8（火）14:00～16:00 20 8 3 2 1 1 1

②8/9（水）14:00～16:00 20 5 2 1 1 1

23 最上総合支庁 キャリア
ふるさとをまもり未来をつくる
土木技術者たちのはなし

10/26（木）10:00～12:20
新庄神室産業高等学
校

50 21 7 5 2 4 1 1 1

①7/28（金）17:30～19:00 ゆめりあ 0

②8/18（金）17:30～19:00 オンライン会議 15 2 2

③10/14（土）9：30～16：00 新庄駅～最上町内 15 2 2

④11/5（日）9：00～15：00
最上総合支庁舎調理
室

10 2 2

⑤2/3（土）9：00～16：00 ゆめりあ 15 9 6 1 1 1

令和５年度　新庄・最上ジモト大学プログラム　参加者数（市町村別・延べ人数）

24
最上教育事務
所

課題発見・
解決

Youは何する？最上（てっぺ
ん）で！

22 最上総合支庁 キャリア
最上の暮らしを守る最前線！
医療現場見学会

医療法人徳洲会新庄
徳洲会病院

13 尾花沢市
課題発見・
解決

尾花沢からのSOS！私たちの
防災チャレンジ

北村山高等学校

最上総合支庁 キャリア
しごトーーーク～若手従業員
のリアルなお話～

12 尾花沢市
体験・
フィールド
ワーク

ヨット体験&イベント運営に
チャレンジ　ー徳良湖が作る
歴史とドラマー

徳良湖ヨット倶楽部

真室川町駅前商店街
周辺

7
プレ

真室川町
体験・
フィールド
ワーク

ものづくり×ジモト

舟形町役場

新庄市民プラザ

6 舟形町 キャリア あつまれ　ミライの公務員

金山町農村環境改善
センター

4 金山町
体験・
フィールド
ワーク

モルック&ノルディックウォー
ク！北欧スポーツで健康に！

3 新庄市 キャリア
「手で話そう」～手話通訳とい
う資格を知ろう～

中止

中止

中止

中止

中止
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開催者
（所属）

カテゴリ プログラム名 開催時期 開催場所 定員
参加者数

合計
新庄市 金山町 最上町 舟形町 真室川町 大蔵村 鮭川村 戸沢村 尾花沢市 その他

25
最上小国川鮎
釣り甲子園大会
実行委員会

体験・
フィールド
ワーク

鮎釣り甲子園～最上小国川
の文化に触れる～

7/29（土）8:00～13:00
最上小国川  下白川橋
付近　おらだの川公園
（最上町）

30 25 9 4 4 2 1 1 2 2

26
グラッシーデザ
イン株式会社

体験・
フィールド
ワーク

高校生モニター募集！ 8/8（火）13：00～15：00
雪の里情報館　雪国文
化ホール

30 24 15 1 2 1 1 1 1 2

①10/27(金)13：30～15：30 4 7 4 1 1 1

②11/26（日）8：00～15：00 0

①9/3(日)10：00～14：00 4 2 1 1

②9/16（土）14：00～16：20 4 4 1 1 1 1

②9/17（日）9：00～13：20 4 4 1 1 1 1

29
株式会社ヌマ
ザワ

体験・
フィールド
ワーク

新庄・もがみSDGｓ体験ツ
アー

8/3（木）9:00～17:00
（株）ヌマザワ、旧明安
小学校、もがみバイオ
マス発電（株）

10 8 3 1 2 1 1

①8/19（土）8:30～11:00 10 10 6 2 1 1

②8/20（日）8:30～11:00 10 10 2 4 2 1 1

①8/6（日）10:30～12:00 10 11 7 1 2 1

②8/20（日）10:30～12:00 10 11 1 4 4 1 1

①7/17（月）16:00～17：30 20 5 4 1

②7/23（日）15：00～17：00 20 10 6 3 1

③8/19（土）10：00～18：00 20 21 13 1 2 3 1 1

④2/24（土）10：00～18：00 20 4 3 1

⑤2/25（日）10：00～18：00 20 10 5 1 2 1 1

33
プレ

東京電力リ
ニューアブルパ
ワー株式会社

キャリア
「18歳のリアル」ジブンとエネ
ルギー社会のあした

4/18（火）13：25～16：15 新庄北高等学校 40 38 26 1 2 1 4 1 1 1 1

34
プレ

認定NPO法人
IVY

課題発見・
解決

世界、日本で起きていること
～探究型学習に向けて～

4/18（火）8：50～11：40 新庄北高等学校 40 38 26 1 2 1 4 1 1 1 1

35
認定NPO法人
IVY

課題発見・
解決

捨てる前に考えよう！ファッ
ションと地球環境の関係

9/9（土）14：00～16：00 雪の里情報館 20 6 5 1

36
高校生地域開
発チームWATS

体験・
フィールド
ワーク

ライブ配信にチャレンジ！ 7/23（日）13：00～17：00 スタイルハート 10 6 2 1 1 2

①7/30（日）10：00～16：00 12 7 3 1 1 1 1

②8/6（日）10：00～16：00 12 6 3 2 1

①8/12（土）10：00～16：00 0

②8/27（日）10：00～16：00 0

③11/11（土）13：30～16：00 12 14 8 3 1 1 1

①9/9（土）10：00～14：00 10 7 1 1 3 1 1

②11/19（日）8：30～15：30 10 7 5 2

40
やまがた農業女
子ネットワーク
あぐっと

体験・
フィールド
ワーク

最上の野菜をプロデュースし
よう！最上、農業女子会。

9/10（日）9：00～15：00
新庄市エコロジーガー
デン

10 4 2 1 1

合計 1309 844 391 73 98 34 63 31 28 29 53 44

39 新庄信用金庫
課題発見・
解決

モンナッツ（スイーツ）で商品
開発しよう！

新庄信用金庫　本店敷
地内　レキシントン新
庄、新庄市・金山町内
フィールド等

新庄市エコロジーガー
デン

こらっせ新庄 Fiesta32
新庄TCM株式
会社

新庄市民プラザ38 たんぽぽくらぶ
体験・
フィールド
ワーク

いつもの街並み、目隠ししたら
どう見える？

課題発見・
解決

新庄・最上を盛り上げる
「Fiesta Festa2023」

37
地域活動グ
ループ　よりみち
くら部

体験・
フィールド
ワーク

自分だけの「ない本」を考えよ
う！

31 株式会社宮城
体験・
フィールド
ワーク

今年のお祭りは浴衣で出掛け
よう！着物男子も大歓迎！

呉服のみやぎ

ユニクロ新庄店

最上広域交流センター
「ゆめりあ」

30
ユニクロ　新庄
店

キャリア
世界2位のアパレル企業、ユ
ニクロのここがすごい！

最上広域交流センター
「ゆめりあ」

28 株式会社JPD
体験・
フィールド
ワーク

未来創造戦士ユメリオンのス
テージを創ろう

27 株式会社JPD
体験・
フィールド
ワーク

ゆめりあマルシェを一緒に盛り
上げよう！

中止

中止

中止
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学年 男 女 計 学年 男 女 計 学年 男 女 計

１年 60 47 107 １年 60 47 107 １年 100.0% 100.0% 100.0%

２年 71 64 135 ２年 26 20 46 ２年 36.6% 31.3% 34.1%

３年 83 67 150 ３年 1 14 15 ３年 1.2% 20.9% 10.0%

計 214 178 392 計 87 81 168 計 40.7% 45.5% 42.9%

学年 男 女 計 学年 男 女 計 学年 男 女 計

１年 8 10 18 １年 6 7 13 １年 75.0% 70.0% 72.2%

２年 3 6 9 ２年 3 5 8 ２年 100.0% 83.3% 88.9%

３年 6 6 12 ３年 6 6 12 ３年 100.0% 100.0% 100.0%

計 17 22 39 計 15 18 33 計 88.2% 81.8% 84.6%

学年 男 女 計 学年 男 女 計 学年 男 女 計

１年 18 45 63 １年 18 41 59 １年 100.0% 91.1% 93.7%

２年 26 53 79 ２年 6 18 24 ２年 23.1% 34.0% 30.4%

３年 43 52 95 ３年 0 8 8 ３年 0.0% 15.4% 8.4%

計 87 150 237 計 24 67 91 計 27.6% 44.7% 38.4%

学年 男 女 計 学年 男 女 計 学年 男 女 計

１年 6 2 8 １年 2 1 3 １年 33.3% 50.0% 37.5%

２年 6 6 12 ２年 5 6 11 ２年 83.3% 100.0% 91.7%

３年 6 7 13 ３年 3 7 10 ３年 50.0% 100.0% 76.9%

計 18 15 33 計 10 14 24 計 55.6% 93.3% 72.7%

学年 男 女 計 学年 男 女 計 学年 男 女 計

１年 61 28 89 １年 1 0 1 １年 1.6% 0.0% 1.1%

２年 47 28 75 ２年 18 26 44 ２年 38.3% 92.9% 58.7%

３年 52 30 82 ３年 0 0 0 ３年 0.0% 0.0% 0.0%

計 160 86 246 計 19 26 45 計 11.9% 30.2% 18.3%

学年 男 女 計 学年 男 女 計 学年 男 女 計

１年 5 2 7 １年 5 2 7 １年 100.0% 100.0% 100.0%

２年 2 5 7 ２年 2 4 6 ２年 100.0% 80.0% 85.7%

３年 4 5 9 ３年 2 5 7 ３年 50.0% 100.0% 77.8%

計 11 12 23 計 9 11 20 計 81.8% 91.7% 87.0%

学年 男 女 計 学年 男 女 計 学年 男 女 計

１年 112 66 178 １年 82 58 140 １年 73.2% 87.9% 78.7%

２年 92 55 147 ２年 25 19 44 ２年 27.2% 34.5% 29.9%

３年 62 49 111 ３年 3 0 3 ３年 4.8% 0.0% 2.7%

計 266 170 436 計 110 77 187 計 41.4% 45.3% 42.9%

学年 男 女 計 学年 男 女 計 学年 男 女 計

１年 13 16 29 １年 13 16 29 １年 100.0% 100.0% 100.0%

２年 18 11 29 ２年 11 10 21 ２年 61.1% 90.9% 72.4%

３年 15 22 37 ３年 0 0 0 ３年 0.0% 0.0% 0.0%

計 46 49 95 計 24 26 50 計 52.2% 53.1% 52.6%

学年 男 女 計 学年 男 女 計 学年 男 女 計

１年 283 216 499 １年 187 172 359 １年 66.1% 79.6% 71.9%

２年 265 228 493 ２年 96 108 204 ２年 36.2% 47.4% 41.4%

３年 271 238 509 ３年 15 40 55 ３年 5.5% 16.8% 10.8%

計 819 682 1,501 計 298 320 618 計 36.4% 46.9% 41.2%

出典：山形県学校名鑑 学年 男 女 計

１年 3 0 3

２年 1 1 2

３年 1 0 1

計 5 1 6

令和５年度 新庄・最上ジモト大学プログラム 参加者数（高校別・実人数）

生　徒　数（R5.5.1現在） 参加生徒数（実人数） 参　加　率

新庄東高

北村山高

合　計

その他

新庄北高

新庄北高
（最上校）

新庄南高

新庄南高
（金山校）

新庄神室産業高

新庄神室産業高
（真室川校）
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1 931 6
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3 41 32 1
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3 262 6
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2 41 6 8
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1 41 0 4
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1 27 5
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3 82 3 1 5
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1 38 5
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1 08 2
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1 39 4
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6 85 0 1 8
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2 72 4 3
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1 1 51 0 7 8
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3 12 6 5
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6 45 9 5
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3 32 7 6

.

35



3 73 3 4
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2 071 3
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4 22 1 2 1
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2 381 5
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4 22 5 1 7
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3 62 4 1 2
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カテゴリー

プログラム名

協力者

参加者(延べ) 高校生 人 人 合計 10 人

目　的
（地域課題・
達成目標）

プログラム
内容

実施に
当たって
の工夫

目的に対する
成果

所感・感想
改善点

高校生の声

活動の様子

新庄・最上ジモト大学プログラム　実施報告書

3地域の大人・大学生

ゆめりあマルシェを一緒に盛り上げよう！

体験・フィールドワーク 提供者 株式会社JPD

・ツールづくりの際に作成する意図をあらかじめ説明し、助言や見本を見せながらコミュニケーショ
ンをとることで高校生が戸惑わないで作業に入れたと思う。
・時間配分やチーム分けなど、詳細まではっきり決める。
・設問をきめたリサーチ用紙を作成するともっと考えを深められたと思う。
マルシェ自体を知らない生徒も多く、今回のプログラムを通じて運営や出店者について知ることで、
高校生の興味を多方面に拡大するきっかけになればいいなと思います。

日時
①令和５年10月27日（金）13:30～15:30

場所
最上広域交流センターゆめりあ

・イベント準備には当日のツールづくりや人員の配置、演出を含めた総合的な設計が必要となる。マ
ルシェのイベントの舞台裏を知ることで、柔軟で創造的な思考と気づきを得る。
・運営補助として作業の一部を体験してみる。

始めにマルシェの概要説明を通じて、イベントを実施する意図と開催までの流れを知ってもらいまし
た。またツールづくりの一環として、次回のイベントに向けた出店者リサーチとポスターの作成を行
いました。出店リサーチでは、Instagramやネットの情報をもとに自分が気になるもの、来場者が興
味を持ちそうな店舗を1つ決めて、発表しました。

運営補佐として事務作業をこなすだけではなく、出店者を募集する際はどのようなお店がいいのかリ
サーチして自分たちで考え伝えられるような場を設けました。マルシェの開催意図や流れを伝えられ
るように、事前にPPTを作成して活用しました。

イベントを運営するにあたって、どういう背景でイベントを開催することになったのか、開催するま
でに必要な作業は何かを伝え、舞台裏を知ってもらいました。また、自分たちでデザインしたポス
ターを作成しマルシェの宣伝のため掲示。来場者に見てもらうことができました。

7

・元々のマルシェの意味やゆめりあマルシェがどんな風に行われて人々は何を感じているのか学ぶこ
とができた。
・マルシェは､地域を活性化させたり､地域の人との関わりが増える素敵な活動だと感じた。
・お客さんのことを想像していろんな仕事をする運営側の大変さ、企画を立て、実行するまでの大変
さを知ることができた。

ゆ
め
り
あ
は
ど
ん
な
こ
と
し
て
る
の
？

み
ん
な
で
マ
ル
シ
ェ
の
P
O
P
づ
く
り
！

マ
ル
シ
ェ
に
呼
び
た
い
お
店
を
イ
ン
ス
タ

で
探
し
て
プ
レ
ゼ
ン
！

作
成
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
掲
示
！
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1 61 0 6

45



1 58 7
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カテゴリー

プログラム名

協力者

参加者(延べ) 高校生 人 人 合計 28 人

目　的
（地域課題・
達成目標）

プログラム
内容

実施に
当たって
の工夫

目的に対する
成果

所感・感想
改善点

高校生の声

活動の様子

・店長の話を聞いて自分を知る大切さや服の試着をして服の良さをあらためて感じることができま
した。
・接客するうえで大事なこと、就職する直前に自分のことを分析するのではなくて、普段から自分
はどんな人なのかを知っておくことが大事だと感じました。
・オシャレの仕方や将来の仕事の選び方、ユニクロがどのように成長していったかがわかった。

地元の高校生とお客様という立場以外で関わることはなかったので非常に貴重な機会となりまし
た。本当にありがとうございます。皆さんの興味が、キャリアよりも、コーディネートに寄せられ
盛り上がりましたが、アンケート結果ではキャリアについて考えるきっかけになったとの回答をい
ただき意味のある講演会だったのかなと感じました。改善点として、実施の前に高校生が何を学び
たいのかが先に知れるといいなと思います。座席量を作ってお名前を呼べるよう次回移行していき
ます。

日時
①令和５年8月19日（土）8：30～11：00

場所
ユニクロ新庄店

②令和５年8月20日（日）8：30～11：00 ユニクロ新庄店

高校卒業後、新庄最上から進学で県外へ行かれた方がまた地元に戻ってきて地元を盛り上げてくれ
るように、高校生の皆さんへ将来のことを考えるきっかけになればいいなという思いで参加いたし
ました。

前半は店長のキャリアの紹介、ユニクロの会社説明、仕事選びの視点、将来何がしたいんだろう？
これからを一緒に考えていく。後半はユニクロの商品を使ってコーディネート提案していこう。
テーマに沿って、要望通りのコーディネートを組めるかな？スタッフがフォローしつつ行う。

自分が高校生だったら何を知りたいか、どんな使え方なら伝わるか考えて資料を作った。当日は、
高校生が自分の考えや意見を発信しやすいよう接した。学びたいことを学べるように、1回目と2
回目で内容を少し変更した。

高校生の皆さんのアンケート結果から、将来について考えるきっかけになった。コーディネートが
楽しかったとの意見をいただき目標は達成されたと感じている。昨年からの取り組みだがこの先も
継続して続けていきたい。新庄最上だけでなく、ユニクロ全店でもできる施策と思うのでこの取り
組みをジモト大学の皆さんに全国へ広げていってほしい。

20

新庄・最上ジモト大学プログラム　実施報告書

8地域の大人・大学生

世界２位のアパレル企業 ユニクロのここがすごい！

キャリア 提供者 ユニクロ新庄店

店
長
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

T
P
O
に
あ
っ
た
ま
た
お
客
様
の
要
望
に
合

わ
せ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

ユ
ニ
ク
ロ
の
接
遇
体
験
！

み
ん
な
集
合
写
真
で
！
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2 62 2 4
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6 93 33 6
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カテゴリー

プログラム名

①令和６年２月２４日（土）１０:００～１８:００

協力者

参加者(延べ) 高校生 人 人 合計 22 人

目　的
（地域課題・
達成目標）

プログラム
内容

実施に
当たって
の工夫

目的に対する
成果

所感・感想
改善点

高校生の声

活動の様子

新庄・最上ジモト大学プログラム　実施報告書

8地域の大人・大学生

新庄・最上を盛り上げよう「FiestaFesta2023」

課題発見・解決 提供者 新庄TCM株式会社

1回目と同じく、イベント全般において、それぞれの役割を分担し完遂することができた。
しかしながら、学校行事や部活等により、イベントの重要な部分である企画ミーティングに参加でき
ないことから、一部の学校の学生が離脱せざるを得ない状況になり、学校の環境により参加の偏りが
前回に比べ大きくなった。コアメンバー比率：8月（南２、北１、東１)→2月(東４、北１、惺山
１、中学２)

こらっせ新庄、地域の大人、新庄最上地域おこし協力隊

日時 場所
こらっせ新庄Fiesta

②令和６年２月２５日（日）１０:００～１８:００ こらっせ新庄中央ホール、キッチン等

地域の若者が流出している。学生時代の「地域活動への関わりの深さ」とそれが生み出す「地域への
愛着の強さ」が回帰要因に大きな影響を与えると言われているため、学生時代に地域社会に影響を与
えた足跡、成功体験を作る場を作る

「学生が主催し、地域の大人が支える構図」のイベントを行う。学生の自主的な行動を促すととも
に、実現に要する学生で賄えない技術、知識、物品支援を大人が補助する。
全般運営、ステージ、出店者管理、自店舗運営をチームで行い、リーダーシップ、企画力、行動力の
向上を図り、やりきる精神力の涵養を行う。

ミーティングにおいて、地域課題とやりたいことの案出を行う。
全般の企画が決まり次第、実務的な内容を詰めていく
大人がそれぞれの担当に就き、助言を行うが、指導的な誘導はしない。
1回目のメンバーが多いため、持続可能な取り組み意識を加えて、後輩を育成する力、任せる力をつ
けるため中学生スタッフの募集なども学生に行ってもらう

イベントは事故なく、大きな問題なく終了できた。また、イベントの現状を把握分析し、自主店舗等
の企画を行い、より良いイベント作りを目指した自主的な行動が良好であった。
2回目ということもあり、イベント企画から開催に関して、大人とコミュニケーションを取りなが
ら、特に大きな問題もなくできるようになっていた。また、中学生などの後輩に教えることや業務を
任せることの難しさを実感したようだった。

14

後輩と一緒に行うことで教えることや責任を任せる度胸のようなものがついた。
大人とのコミュニケーションが前回と比べてより取りやすくなった(話している内容がわかりやすく
なった、何をどう話してよいのかがわかるようになった)
部活で時間確保が難しく、幅広くやりたいことを募集しようとしたが思うように進まなかった

画像を挿入画像を挿入

画像を挿入画像を挿入

新
庄
最
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の
高
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生
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、
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ト
を
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若
い
人
の
文
化
「
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ス
プ
レ
」
な
ど
を
学
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が
自
ら
積
極
的
に
作
り
上
げ
る
こ
と
へ
の
理

解
・
環
境
を
大
人
が
作
る

中
学
生
や
後
輩
に
独
自
に
司
会
を
任
せ
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な
ど
、
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大
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わ
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次
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代
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高
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
発
表
の
場
と
し
て

も
活
用
し
て
い
く
。
学
生
の
活
動
を
拡
大
さ

せ
て
い
く
た
め
に
も
、
学
校
も
利
用
で
き
る

簿
へ
進
化
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せ
て
い
く

公益信託荘内銀行ふるさと創造基金 助成事業
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カテゴリー

プログラム名

協力者

参加者(延べ) 高校生 人 人 合計 13 人

目　的
（地域課題・
達成目標）

プログラム
内容

実施に
当たって
の工夫

目的に対する
成果

所感・感想
改善点

高校生の声

活動の様子

新庄・最上ジモト大学プログラム　実施報告書

7地域の大人・大学生

ライブ配信にチャレンジ！

体験・フィールドワーク 提供者 高校生地域開発チームWATS

高校生は普段、身近に接しているライブ配信ですが、実際に機材などを使用しての現場を見たのは初
めてのようでした。配信に興味を持ってもらえて良かったと思います。また、地域活動にも興味を
もってもらい、良かったと思います。

WATS OG・OBグループ

日時
①令和5年7月23日（日）13:00～17:00

場所
スタイルハート

情報発信ツールの1つであるライブ配信を経験して、将来の地域情報の発信などに役立てる。

WATSメンバーと一緒に本格的なライブ配信を体験してみよう！ライブ配信のシステムや機材の使
い方を知ることが出来ます。と同時にトークライブの配信をおこないます。

ライブ配信というツールを使って、高校生に地域活動に興味を持ってもらえるよう現在、活動してい
る高校生地域開発チームWATSの紹介なども取り入れながら、ライブ配信の仕組みなどを説明し
た。ライブ配信の実施においては出演、運営共にできるだけ高校生を中心に実施。

参加者が地域活動と共に、普段接している見ているだけのライブ配信に興味を持ってもらえた。参加
者の高校生の１人がこのプログラムをきっかけに、地域活動に興味を持ち、WATSに入ってくれま
した。良かったと思います。

6

ライブ配信の仕方や機材の使い方を学ぶことができた。
ライブ配信の大変さを感じたが、地域で協力して何かをつくっていくプログラムに楽しさを感じた。
今回のように、地域のことをたくさん発信できる企画があったら参加したい。
社会に出たときにも使える知識を学ぶことができた。

み
ん
な
で
集
合
写
真
！

撮
影
・
配
信
機
材
の
使
用
体
験
！

W
A
T
S
の
メ
ン
バ
ー
と
顔
合
わ
せ
！

実
際
に
生
ラ
イ
ブ
配
信
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
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カテゴリー

プログラム名

協力者

参加者(延べ) 高校生 人 人 合計 25 人

目　的
（地域課題・
達成目標）

プログラム
内容

実施に
当たって
の工夫

目的に対する
成果

所感・感想
改善点

高校生の声

活動の様子

新庄・最上ジモト大学プログラム　実施報告書

11地域の大人・大学生

いつもの街並み、目隠ししたらどう見える？

体験・フィールドワーク 提供者 たんぽぽくらぶ

座学だけでなく、実際に体験してもらうことで、参加者個々の気づきや学びにつながったと思う。

地域活動グループ　よりみちくら部

日時
①令和５年１１月１１日（土）１３時３０分～１６時

場所
新庄市民プラザ　２階　ギャラリー

障がいについて学ぶことで、自分なりの多様性に対する感覚を養う。

実際に向き合っている現場の先生のお話しを聞いたり、障がいの感覚体験を行う。

・障がいを考える初めの一歩となるよう、平易な内容とした。
・和やかな雰囲気づくりのために、テーブルゲームをアイスブレイクとして実施した。

現場の先生のお話しを聞いたり、障がいの感覚体験を経験することで、参加者それぞれが多様性につ
いて自分なりに考える一助となった。

14

・障がいを持って行きている人の大変さや苦労、今私たちが何をすべきかを学べた。
・障がいについて、深く知ることができた。また、目が見えて歩けることは当り前じゃないんだとい
うことに気付いた。
・疑似体験をとおして、障がい者の生活の大変さや、多様性を受け入れることの大切さを学ぶことが
できた。

障
が
い
者
と
接
す
る
先
生
の
お
話

車
椅
子
の
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山形新聞（２０２３年４月１４日） 
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山形新聞（２０２３年４月２９日） 
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山形新聞（２０２３年５月７日） 
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山形新聞（２０２３年６月３日） 
 

 

 
 

 

 

 

山形新聞（２０２３年６月８日） 
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山形新聞（２０２３年６月２５日） 
 

 

 
 

山形新聞（２０２３年７月３０日） 
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山形新聞（２０２３年８月３日） 
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山形新聞（２０２３年９月２３日） 
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山形新聞（２０２３年１１月２５日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形新聞（２０２４年 1 月１０日） 
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R5.８ 舟形町広報 
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R5.９ 尾花沢市広報 
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R5.9 金山町広報 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R5.１０ 金山町広報 
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R5.１１ 最上町広報 

 

 

 

 

R5.１２ 鮭川村広報 
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新庄・最上ジモト大学推進コンソーシアム 規約 

 

（名称） 

第１条 この会は、新庄・最上ジモト大学推進コンソーシアム（以下「コンソ

ーシアム」という。）と称する。 

  

（目的） 

第２条 コンソーシアムは、新庄・最上地域の高校生を対象に地域課題等に関

する住民等との対話や協働等を通じて、高校生の主体的に学習に取り組む態

度を育成するとともに、地域住民としての当事者意識を醸成することにより

、将来の定住や地域の中核となる人材育成を図ることを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 コンソーシアムは、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行

う。 

(1) 地域課題等に関する新庄・最上地域及び尾花沢市に在住又は通学する高

校生（以下「高校生」という。）と住民等との対話や協働等を行うプロ

グラムの実施に関すること 

(2) 高校生を対象とした尾花沢キャンパスの設置・運営に関すること 

 (3) その他コンソーシアムの目的を達成するために必要な事項に関すること 

 

（構成団体） 

第４条 コンソーシアムは、別表及び別表２に掲げる団体（以下「構成団体」

という。）をもって構成する。 

 

（役員） 

第５条 コンソーシアムに代表及び監事を置く。 

２ 代表及び監事は、構成団体の代表者（以下「委員」という。）の互選によ

り定める。 

３ 代表は、コンソーシアムを代表し、会務を総理する。 

４ 監事は、財務及び会計を監査する。 

５ 代表及び監事の任期は、２年とする。 

 

（総会） 

第６条 コンソーシアムに総会を置く。 

２ 総会は、委員をもって構成する。 

３ 総会は、代表が招集し、代表はその議長となる。 

４ 総会は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

５ 総会の議事は、議長以外の出席した委員の過半数で決し、可否同数のとき

は、議長の決するところによる。 

６ 委員は、やむを得ない場合は、代理者を出席させることができる。 

７ 代表は、必要に応じて、委員以外の者に総会への出席を求めることができ

る。 
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（議決事項） 

第７条 総会は次に掲げる事項を議決する。 

 (1) 事業計画及び予算 

 (2) 事業報告及び決算の承認 

 (3) 規約の変更 

 (4) その他コンソーシアムの事業及び運営に関する重要な事項 

 

（運営委員会） 

第８条 コンソーシアムに執行機関として運営委員会を置く。 

２ 運営委員会は、総会において選任された運営委員をもって構成する。 

３ 運営委員会に委員長を置き、運営委員の互選により定める。 

４ 第６条第３項から第７項までの規定は、運営委員会について準用する。こ

の場合において、同条第３項及び第７項中「代表」とあるのは「委員長」と

、同条第４項から第７項までの規定中「委員」とあるのは「運営委員」と読

み替えるものとする。 

 

（部会） 

第９条 運営委員会は、必要に応じて部会を置くことができる。 

 

（事務局会議） 

第10条 コンソーシアムに事務局会議を置く。 

２ 事務局会議の運営に関し必要な事項は、運営委員会において定める。 

 

（ジモト大学サポーター） 

第11条 コンソーシアムの目的及び事業に協賛する企業、団体、個人をジモト

大学サポーター（以下「サポーター」という。）とする。 

２ サポーターに関し必要な事項は、運営委員会において定める。 

 

 （経費） 

第12条 コンソーシアムの経費は、負担金及びその他の収入をもって充てる。 

２ 前項の負担金の額は、総会の議決を経て定める。 

 

（補則） 

第13条 この規約に定めるもののほか、コンソーシアムの運営に関し必要な事

項は、運営委員会において定める。 
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附 則 

（施行期日） 

１ この規約は、平成31年３月19日から施行する。 

 

 （経過措置） 

２ コンソーシアムの設立当初の代表及び監事の任期は、第５条第５項の規定

にかかわらず、平成33年４月30日までとする。 

 

   附 則 

１ この規約は、令和３年４月13日から施行する。 
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別表（第 4 条関係） 

団 体 名 代 表 者 

 新庄北高等学校  校  

 新庄南高等学校  校  

 新庄神室産業高等学校  校  

 新庄東高等学校  校  

 最上総合支庁  総合 庁  

 新庄市  市  

 金山町  町  

 最上町  町  

 舟形町  町  

 真室川町  町  

 大蔵村  村  

 鮭川村  村  

  沢村 村  

 東北芸術工科大学  学  

 最上教育事務所  所  

 一般社団法人とらいあ  代表理事 

 新庄商工会議所  会  

 もがみ北部商工会  会  

 もがみ南部商工会  会  

 新庄中核工業団地立地企業協議会  会  

 新庄横根山工業団地企業協議会  会  

 最上地域農業協議会  会  

 

 

別表２（第４関係） 

団 体 名 代 表 者 

 北村山高等学校  校  

 尾花沢市  市  

 村山総合支庁北村山地域振興局  局  
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